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３月６日（金）開催の「夜カフェ」でマジックショーをやらせて
いただくことになりました。勘違いしないでほしいのですが、私は
マジシャンではありません。まったくの素人ですので、すごい期待
はしないでください。たとえバレバレでも、教育的配慮、温かい思
いやりを持って接していただけたら嬉しいです。 

さて、なぜマジックをやるようになったのか、それは、深良小学
校に赴任したとき、全校児童の前で 毎月話をしなければならなく
なったことがきっかけでした。ためになる話をするのは難しいし、
何かいい方法はないものかと考えたとき、「そうだ、マジックなら
飽きないかも。そのあとちょっと話でもすれば、なんとかなるかも。」
という単純（不純）な動機からでした。簡単なマジックは、授業で
やったことがありましたので、数ヶ月は、なんとかネタがありまし
た。 

しかし、毎月となると苦しいものです。マジックの本を読んだり、ショップに行ったり、
ネットで調べたりしながら、なんとかやってみました。でも、ときには、どん引きのとき
もあり、子どもたちはつまらなそうな顔をし、司会の加藤先生は、私の気持ちを忖度し「楽
しかったですね。」とつないでくれました。校長室に戻り、「自分は何をやっているんだ。」
と自己嫌悪に陥ることもありました。それでも、いつも、仕込んだマジックグッズを袋に
入れて体育館に行くと、子どもたちは、にこにこしてそれを見つめ、期待していました。
それだけが心の支えでした。 

ある秋の日の朝、駐車場に車を止め、昇降口まで歩いていたときです。前を歩いている
子どもたちが「今日は朝礼だぜ。校長先生何やるかな？」と話していました。どんな話を
するのではなく、何をするかなんだ。ちょっとがっかりしたような複雑な心境になりまし
た。そこである考えが浮かびました。本当に子どもたちは、マジックだけしか楽しんでい
ないのか試したくなりました。今日は服の中にマジックグッズを隠し、何も持たないでい
こうと考えました。体育館に入った瞬間、子どもたちは私を見て「ちぇっ、今日ないぜ。」
とつぶやきました。やっぱりそうなんだ、どうしよう、私の話を聞いてくれないかもしれ
ないと不安な気持ちがよぎりました。が、なんと、しっかり聞いてくれているではありま
せんか。思わず「話を聞く姿勢がすばらしいよ。ありがとうみんな。ごほうびに・・・。」
と言って服の中からマジックグッズを取り出すやいなや「待ってました。」と声がかかりま
した。なんだやっぱりそこかと思いつつ、オリーブの髪飾り「タラララララ～」の曲にの
って、がんばってしまう自分がいました。職員室に戻ると藪下教頭先生が「この次の朝礼
からは『校長先生の話』ではなく、『校長先生の出し物』にしよう。」と言って、みんなで
大笑いしたことが懐かしく思い出されます。もちろん「あれれ」となる時もありました。
でも、ここまで続けられたのは、「子どもたちを楽しませてあげたい。」ただそれだけでし
た。喜んでくれる子どもたちの姿を見れば、自分もうれしくなります。そして、教育って
こういう気持ちも大切なんだと教えられました。当日はイリュージョンにも挑戦したいと
考えています。もしよろしかったらお越しください。    （文責 松山充彦指導員） 



第３回 研修主任研修会 

 今年度最後となったこの研修会では、

自校の校内研修のさらなる充実を目指

し、次年度の研究計画作成等について、他校との情報交換を行いました。また、令和２年

度、小学校で新たに実施される評価評定について、理解を深めることを目的とし、研修主

任 14 人が学び合う時間も設けました。評価を学ぶことから授業改善が始まります。新学

習指導要領実施に備え、裾野市の教職員みんなで学びを深めていけたらと思っています。 
 

第４回 小学校外国語活動研修会 

 １月 27 日（月）西小にて、市内小

学校の外国語主任が参加して、外国語

研修会が開催されました。公開された３年生の子供たちの、英語を使ってコミュニケーシ

ョンを図る楽しさを体感している姿が印象的でした。今年度、外国語の授業を積み重ねて

きて、それぞれの学校でリーダーを中心に研修が着々と進んでいることを実感しました。

来年度からの本格実施が楽しみです。 
 

第４回 「夜カフェ」参加募集のお知らせ

第４回「夜カフェ」の参加者を募集します。 

一つ目の講座は、今年度から青年海外協力隊の一員として活躍されている、東小の永倉

一将教諭から「バヌアツ」を紹介していただきます。バヌアツ･･･どんな国なのでしょうか？ 

当日は、直接永倉先生と話せます！知りたいことは永倉先生に聞いてみましょう。遠い国

ですが、身近に感じられるかもしれません。お楽しみに！ 

二つ目は、学びの森 松山充彦指導員によるマジック･ショーです。子供の「楽しい！」

を追究した、松山先生の長年の教員生活から「楽しい」の一つの種
．

、マジックを披露して

いただきます。 

 

日 時：３月６日（金） 18：15～19：30 

場 所：東小学校 体育館 

内 容：◆「バヌアツより」  東小（海外派遣）：永倉一将 教 諭 

     ◆「マジック･ショー」 学 び の 森：松山充彦 指導員 

申込みは、このまま FAX（055-995-4904）で、学びの森まで送信してください。 

申込みしめ切り：２月 14 日（金） 

学 校 名 氏  名 学 校 名 氏  名 

    

    

 

今年度の「夜カフェ」は、この回で終わります。

「夜カフェ」は、知的好奇心の探求や、日々の生活

を豊かにすることに主眼を置く講座です。 

ぜひ、お誘い合わせてご参加ください。 
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